
一一
●
一シ
ユ
ン
ド
ル
ボ
ン
の
■
一

●
●
一●

，
一■
■
●
コ
Ｌ
●
●
一一■
１^
■
■
●
●
一■
■
●
■
■
■
■^
―
●
一
■

一●
〓
一朝

蕩

一

一
〓

一
一
一●
一
●
一一●

●
一

一
九
九
七
年
に
世
界
自
然
遺
産
に
唯

一
登
録
さ
れ
て
い
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

シ
ュ
ン
ド
ル
ボ
ン

（↓
ｒ
①
∽
Ｃ
●
鮎
”『σ
”“
∽
）

は
、
世
界
最
大
級
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

と
湿
地
帯
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

（図

１
、
写
真
１
）
。
同
地
域
は
、
イ
ン
ド

側
に
も
広
が
り
、
総
計
約

一
〇
〇
万
ｈａ

の
豊
か
な
自
然
環
境
が
存
在
す
る
。

シ
ュ
ン
ド
ル
ボ
ン
を
象
徴
す
る
動
物

は
ベ
ン
ガ
ル
タ
イ
ガ
ー
で
あ
る
。
二
〇

一一
〓（・　́
一　一・　ｉｔ
ｉ〓一　・́一　
．一二
■́
　
●́
　
一　
一　、　
．１
‘一・

ま

た
〓

〓書
〓
′
二

ヽ
て
も
、
事
異

一公
Ｅ

法
だ
け
で
な
く
、
景
観
法
や
重
要
文
化

的
景
観
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が

一
五
年
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
環
境
林
業

省

（
現
在
、
環
境
林
業

・
気
候
変
動

省
）
の
森
林
局
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
そ
の
数
は

一
〇
五
頭
ほ
ど
と
減
少

を
続
け
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

人
為
的
な
捕
獲
に
よ
る
個
体
数
の
減
少

や
森
林
伐
採
に
よ
り
生
息
で
き
る
環
境

が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
側
シ
ュ

ン
ド
ル
ボ
ン
は
、　
一
九
九
二
年
に
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
、
二
六
〇
種

類
以
上
の
鳥
類
が
暮
ら
す
聖
地
と
な

っ

て
い
る
。

二

．　
世
界
自
然
遺
産
周
辺
部
で
暮
ら
す

地
域
住
民
の
営
み
と
そ
の
課
題

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
側
の
シ
ュ
ン
ド
ル

ボ
ン
と
対
岸
を
接
す
る
農
村
部
に
は
、

約
三
五
〇
万
人
の
住
民
が
暮
ら
し
て
い

る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
稲
作
等
の
農
業
、

国
民
的
食
用
魚
で
あ
る
ニ
シ
ン
科
の
イ

リ
・・
ッ
シ

ュ
　
（Ｂ
Ｑヽ
ヽヽ
ヽヽ
０
∽％
、
、けぃ
ヽ
）
ュを

取
る
漁
業
、
屋
根
等
に
使
用
す
る
ニ
ッ

パ

ヤ

シ

（レ
いヽヽ
一て
ヽ
ヽ
ヽヽ
き
ヽヽ
ヽ
∽
）
（
写
真

２
）
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
花
を
蜜
源
と

す
る
天
然
蜂
蜜
採
取
等
、
第

一
次
産
業

で
暮
ら
し
て
い
る
ｃ

つ
ま
り
、
地
域
住

民
は
、
シ
ュ
ン
ド
ル
ボ
ン
の
自
然
の
恵

み
を
活
用
し
た
営
み
を
形
成
し
て
い
る
。

し
か
し
、
地
域
住
民
の
イ
ン
タ
ビ

ュ

ー
で
は
、
月
収
が
約
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
～
五
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
タ
カ

（三
、
人
Ｃ
Ｏ

ヽ
六
、
四
〇

〇
円
ほ
ど
）
で
あ
る
（
首
都
ダ
ッ
カ
等

の
都
市
部
で
カ
レ
ー

一
杯
を
食
べ
る
と

八
〇
タ
カ

（
一
〇
〇
円
ほ
ど
）
を
考
え

る
と
、
地
域
住
民
の
月
収
は
十
分
で
は

な
く
、
経
済
的
貧
困
が
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
自
然
環
境
保
全
に

対
す
る
意
識
が
低
く
、
村
内
部
や
沿
岸

流
域
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
食
事
の
煮
炊

き
に
使
用
す
る
た
め
に
過
剰
伐
採
す
る

等
、
適
切
な
自
然
資
源
の
管
理

・
利
用

が
行
わ
れ
て
い
な
い
と

い
う
問
題
も
あ

る
。
当
該
地
域
で
は
、
地
域
住
民
の
生

計
向
上
と
自
然
環
境
保
全
と
い
う
二
つ

の
課
題
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。
今
回
は
、
私
が
二

〇

一
三
年

一
月
か
ら
現
地
で
実
施
し
て

き
た
環
境
保
全
や
生
計
向
上
に
関
す
る

取
り
組
み
の
経
験
か
ら
、
当
該
地
域
住

民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
ポ
イ
ン
ト
や
そ
の
留
意
点
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

〓
「
地
域
住
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
留
意
点

１１１
複
眼
的
な
取
り
組
み

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
複
雑
な
問
題

バングラデシュ
′
）
　

　

　

４

・

，
１
～ヽ

ャヽ

ん
:

ヽ

シュンドルボン

図 1 シュンドルボンの位置

写真 1 マングローフ

〓
〓
Ｉ
Ｆ

・　
●
‥
ヽ

〓

ニ
ー
ヽ
く

，
‥
Ｆ

Ｉ

階
求
技
■
を
用

い
た
Ｌ
景
■
に
に
出
す
る
叫

究
を
行

っ
て
い
る
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■
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＝
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￥
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目
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■

「ヽ
７
■
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Ｗ
「
影
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配
ρ
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饉
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￥
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準
国
「
）
Ｗ
Ｇ
准
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Ｔ
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擢
爾

・
■
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と

，
都
箸
浄
γ
■
７
畜
科
尋
営
■
⑦

取
町
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子
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■

ｏ撃
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ユ
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鷺
音
を
■
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＋
イ
こ
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普
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冒
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準
半
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一
製
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４
■
エ
ィ

Ｔ

¨
回
π
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劉
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昇
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♀
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鳳
釜
　
梨
珊
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マ
以
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圏
哲
尋
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Ｗ
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迎
９
ｆ

勲
ψ
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智
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獲
町
⑦
今
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ｌ
イ
ニ
Ｔ
と
爵

軍
Ｙ
進
着
透
斬
辛
Ｙ
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最
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暴
⑦
ツ
Ｐ
γ
園

絆
準
⑦
↓
着
恥
絆
多
鈴
７

暉ヽ
嬰
Ｗ
取
と

，
割

⑦
ｒ
γ
を
γ
イ
ン

，
〓
ν
ｒ

「ヽ
以
有
７
４
宗
ｍ

ｏ
（γ

■
４
∠
日

一
ビ
■
多
γ

一
〇
〓
ｙ

亀
ヽ
い
∩
ｍ

ヽ
〇
一ヽ
餡
＼
¨
』
ｏ
．の
ｏ
一に
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‐ｏ
¨
口
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燎
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図
ｏ
．ｏ
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ヽ
あ
Ｑ
）一
コ
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〇
め
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い
く
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く
国
Ｏ
Ｘ
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１
１
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音
″
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詢
日
Ｙ
〓
冨
￥
ル
γ
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〇
〓
）
日

一
￥
■
〓
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一
＝
“
４
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ｏ
（コ
ｏ
い
）

γ
′
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貸
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寝

⑦

て
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ユ
一
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く
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０
身
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膿
団
叫
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イ
ン

艦ヽ
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叫

ｒ
た
立
２
一‘
イ
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「ヽ
口〉
障
⑫
肇
里
ツ
準
Ｖ
摯
尋
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＊
イ
■
４
τ
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を

ｏ２
●
以
ν
ゞ
響
霰
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η
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翼
景
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甲
暫

■
０
ニ
ア
レ
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■
Ｙ
γ

一　
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４
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０

。２
手
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￥
以
孝
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⑫
４
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以
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ｏツ
゛
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ソ
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Ｙ
イ
ν
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／
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＞
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κ
平
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■
４
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∽
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近
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９
７
７
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６
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０
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２
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⑫
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⑫
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７
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９
７
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Ｍ
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ｃ
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４
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４
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９
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Ｆ
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Ｔ
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↓
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＋
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ｇ
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Ｏ
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ヽ
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